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飼料の有害物質の指導基準の一部改正について 
 

このことについて、平成 26 年１月 20日付け 25消安第 4777号をもって、農林水産

省消費・安全局長から、別添①のとおり通知がありました。併せて、同日付け事務連

絡をもって、農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課から、別添②のとおり本通知

の概略の説明がありました。貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。 

このたびの通知は、「飼料の有害物質の指導基準（稲わら中のひ素の基準値）の一部

改正について（平成 20年 2月 14 日付け 19 日獣発第 247 号）」において、牛の稲わら

の給与割合を飼料全体の概ね 2 割以下に抑えるよう指導の依頼がされていたところで

すが、今般、農林水産省が行った「生産資材安全確保推進事業」等により、新たな知

見が得られたことから、①今後、稲わらの給与に対し当該指導は行わないこととなっ

たこと、また②魚粉中のひ素の基準値が、現行の７mg/kg から 15mg/kg に改正された

ことについて、各都道府県知事に通知したので、了知の上、本会会員に周知を依頼さ

れたものです。 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 
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